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第 37回九都県市 合同防災訓練 報告書 

 

１． 防災訓練目的（第 37回九都県市合同防災訓練 実施計画書より） 

（１） 千葉県と自治体及び防災関係機関等との連携を図る。 

（２） 住民の防災意識の高揚及び減災への備えの向上を図る。 

（３） 千葉県及び県内市町村に共通する防災上の諸問題の解決に資する。 

 

２． 訓練概要 

（１） 実施日時：平成 28年 8月 27日（土）午前 9時～午後 0時 30分まで 

・ 9:00-11:30  第一部 実働訓練 

・ 11:30-12:30 第二部 避難所運営訓練（実際には 9:00から展示及び説明開始） 

（２） 実施場所：茂原市富士見公園（茂原市東郷地先） 

（３） 訓練想定：千葉県東方沖地震 震度 6強 

 

３． C-RAT参加スタッフ：計１２名。医師２名、PT５名、OT１名、ST１名、事務局３名。 

 

４． 詳細内容 

C-RATが参加した第二部避難所運営訓練では、設営されたテント内に各団体が様々な展示や体験

等を実施していた。第一部訓練の開始直後から一般参加者の見学が始まった。また、県知事の視察

があり、C-RAT会長が災害リハビリテーションに関して直接説明を行った。 

C-RATブースの詳細内容としては、「避難所支援」をテーマに避難所を想定した環境での①立ち

上がり体験、②エコノミークラス症候群対策、③身近なものを利用した災害グッズの展示、④高齢

者・嚥下障害者向け非常食の試食、を行った。今回の防災訓練全体の参加人数は約 5000人とのこ

とだが、C-RATブースでは、C-RAT説明資料を 390部配布した。 

 

①  立ち上がり体験 

避難所を想定し、段ボールベッド及び、床マット、車いすを展示した。参加者には、両足に短下

肢装具を装着してもらい、関節可動域制限のある高齢者の体験をしていただいた。床からの立ち座

り、段ボールベッドからの立ち座りのしやすさを比較していただき、災害時でも高齢者や障害者の

生活環境を整えることの重要性、身近なものでの環境設定方法について説明を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所感 
 

 

 

今後の課題 

 

今後の活動予定 

 

事務局への要望等 

 

写真、資料など可能な範囲で添付をお願い致します。 

  

・ 県知事に直接 C-RATの活動の説明をすることができ、今後の県との協定を策定するにあたり、

貴重なアピールの場になった。 

・ 参加者に対しても、災害リハのアピールの場になり、当初の目的である啓発ができた。 

・ 福祉避難所などに対する C-RATの支援体制が示せると良かった。 

・ C-RATで統一したユニフォームやヘルメットが欲しかった。 

・ 千葉県と C-RATの間で協定を進めていく。 

・ 千葉市を始めとして市町村レベルでの防災訓練に参加するかどうか検討する。 

・ C-RATを構成する全団体の足踏みを揃えていく必要がある。 

・ 今回防災訓練に参加するのは C-RATとしては初めてだったので、準備に手間と時間がかかった

が、今回の出展をある程度のパッケージとして次回からの参加や、他地域 JRATへの伝達を進め

たい。 

・ 千葉県会場は毎年会場が変わるので、会場近隣の施設からスタッフが多く参加できるように呼

びかけることで啓発活動に繋げたい。 

 

ユニフォームに関して、派遣元地域や職種名などが書かれたベストの採用も検討して頂き

たい。 

 

②  エコノミークラス症候群対策 

エコノミークラス症候群対策の資料展示及び、資料配布やサージカルストッキングの展示を行っ

た。また、一般参加者に対しエコノミークラス症候群予防の集団体操を実施した。 

 

③  身近な物を利用した災害グッズの展示 

新聞紙で作成する新聞紙スリッパや靴、ペットボトルで作成するトイレを展示した。足に合わせ

た新聞紙靴の作成を、子どもを中心とした一般参加者が体験した。また、スーパーのレジ袋を用い

た骨折時の応急対応の方法や、緊急時のトイレの作り方についての資料展示を行った。 

 

④  高齢者・嚥下障害者向け非常食の展示 

長期保存可能で水だけでも作成可能な、おかゆや白米の展示及び試食を行った。また、水分補給

のためのゼリー食調整食品を展示し、水のゼリー食試食を行った。 



 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開会式の様子 立ち上がり体験 

エコノミークラス症候群対策 
災害グッズ展示 

知事視察① 高齢者・嚥下障害者向け非常食展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

知事視察② 

集団体操 解散時 


